
         

古
事
記
の
「
婚
」
ー
男
女
の
関
係
表
現
か
ら
ー 

 

         

一 
は
じ
め
に 

 

平
安
仮
名
文
に
認
め
ら
れ
る
「
あ
ふ
」
は
多
義
語
だ
が
、
男
女
の
結
び
つ
き
を
表

す
「
あ
ふ
」
は
作
品
に
よ
っ
て
異
な
る
現
れ
方
を
す
る
。
和
歌
で
は
継
続
し
て
用
い

ら
れ
続
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
散
文
で
は
初
期
物
語
の
竹
取
物
語
や
歌
物
語
で
こ

そ
多
用
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
中
期
の
落
窪
物
語
や
う
つ
ほ
物
語
な
ど
で
は
わ
ず

か
二
～
四
例
で
し
か
な
く
、
源
氏
物
語
で
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
そ
の

淵
源
と
な
る
上
代
で
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
韻
文
の
万
葉
集
と
古
今
集
で
は

現
れ
方
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
男
女
の
結
び
つ
き
を
表
す
「
あ
ふ
」
を
多
用
す
る
と

い
う
点
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
記
紀
歌
謡
に
は
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
。
で
は
、

散
文
部
分
は
ど
う
な
の
か
。
古
事
記
は
漢
字
を
用
い
て
日
本
語
を
書
き
表
そ
う
と
し

た
一
種
の
和
文
だ
が
、
当
時
の
日
常
の
こ
と
ば
で
あ
っ
た
と
は
い
い
切
れ
ず
、
漢
字

で
日
本
語
を
表
記
す
る
た
め
に
選
び
取
ら
れ
た
書
記
の
こ
と
ば
で
あ
っ
た
可
能
性
が

強
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
三
年
に
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
訓
み
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
そ
の
語
義
用
法
に
つ
い

て
、
表
記
に
留
意
し
つ
つ
、
男
女
の
関
わ
り
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
、

と
い
う
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。 

         

二 

男
女
の
関
係
表
現 

 

ま
ず
、
古
事
記
が
男
女
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
の
か
を
語
彙
で
み

て
お
こ
う
。 

 

神
野
志
隆
光
・
山
口
佳
紀
氏
校
注
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
古
事
記
』(

小
学
館
、

一
九
九
七
年
六
月
。
以
降
『
新
編
全
集
』
と
記
す)

で
男
女
の
交
情
に
関
わ
る
語
彙
を
調
査 

                                               

中 

川 
 

正 

美 

 

し
、
恋
情
を
持
ち
、
希
求
し
、
結
ば
れ
る
に
至
る
過
程
を
示
す
、
Ⅰ
関
係
の
成
立
に

関
わ
る
語
、
Ⅱ
性
愛
表
現
、
Ⅲ
相
手
へ
の
心
情
表
現
、
の
三
つ
に
分
け
る
と
つ
ぎ
の

よ
う
に
な
る
。
音
仮
名
を
語
彙
と
し
て
示
す
場
合
は
、
本
文
が
必
ず
し
も
終
止
形
と

は
限
ら
な
い
の
で
、
片
仮
名
で
訓
み
を
記
し
、
括
弧
内
に
当
該
部
分
を
記
し
た
。 

Ⅰ
関
係
の
成
立 

 
 

ツ
マ
ド
ヒ(

都
麻
柕
比)  

遇
三 

逢
四 

目
合
三 

相
言 

問 

得
八  

婚
二

八 

合
六 

娶
一
二
〇  

嫁
三 

供
住
二 

Ⅱ
性
愛
表
現 

 
 

ヨ
バ
ヒ(

用
婆
比)

二  

ミ
ト
ノ
マ
グ
ハ
ヒ(

為
美
斗
能
麻
具
波
比)  

ミ
ト
ア
タ

フ(

美
刀
阿
多
波
志
都)

 

ク
ミ
ド
ニ
オ
コ
ス
二 

 
(

久
美
度
邇
興
而)

 

ヌ寝(

泥)

九 
 

ヰ

ヌ

率
寝(

偉
泥)

三  

ヨ

リ

ヌ

寄
寝(

余
理
泥
弖) 

マ枕
ク(

麻
岐)

八  

サ

シ

マ

差
枕
ク(

佐
斯

麻
岐)

 

タ
タ叩

ク(

陀
多
岐)

二 

タ
ダ
ム
キ

腕

(

多
陀
牟
岐)

四 

ム
ネ胸(

牟
泥)

三 
  

ハ
ダ
フ
ル

肌
触

（
波
陀
布
礼
） 

Ⅲ
相
手
へ
の
心
情 

 
 

恋
二 

恋
慕 

コ
ホ
シ
（
胡
本
斯
） 

ウ
ル
ハ
シ(

宇
流
波
斯
・
宇
流
波
志)

二  

ア
ヒ
オ
モ
フ(

阿
比
淤
母
波
受) 

マ
ナ
ガ
ル(

麻
那
賀
理) 

 

Ⅰ
の
男
女
が
夫
婦
と
な
る
、
関
係
の
成
立
に
至
る
語
彙
は
「
ツ
マ
ド
ヒ
」
が
音
仮

名
で
、
そ
の
他
は
す
べ
て
訓
字
で
あ
る
。
「
ツ
マ
ド
ヒ
」
は
雄
略
天
皇
が
河
内
の
若

日
下
部
王
を
妻
に
し
よ
う
と
行
幸
し
た
時
、
鈴
を
つ
け
、
布
を
懸
け
た
白
い
犬
を
「
都

麻
柕
比
之
物
」(

下
三
三
八)

と
言
っ
て
贈
っ
て
い
る
の
で
、
女
を
訪
ね
て
求
婚
す
る
意
、

「
遇
」
「
逢
」
「
目
合
」
は
出
会
い
の
折
を
、
「
得
」
「
婚
」
「
合
」
「
娶
」
「
嫁
」

は
関
係
の
成
立
を
、
「
住
」
は
関
係
成
立
後
の
生
活
形
態
を
表
し
て
い
る
。 
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Ⅱ
の
性
愛
表
現
は
ほ
と
ん
ど
が
歌
謡
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
散
文
に
認
め
ら
れ
る

の
は
「
マ
グ
ハ
ヒ
」
「
ミ
ト
」
「
ク
ミ
ド
」
だ
が
、
こ
の
三
語
も
音
仮
名
で
あ
る
。

「
マ
グ
ハ
ヒ
」
は
伊
耶
那
岐
命
が
「
然
ら
ば
、
吾
と
汝
と
、
是
の
天
の
御
柱
を
行
き

廻
り
逢
ひ
て
、
為
美
斗
能
麻
具
波
比
」(

上
三
二)

と
性
交
を
提
案
し
て
い
て
、
「
ミ
ト

ノ
マ
グ
ハ
ヒ
」
と
「
ミ
ト
」
を
含
め
た
言
い
よ
う
で
、
天
の
御
柱
を
廻
っ
て
出
逢
い
、

呼
び
か
け
合
っ
て
「
久
美
度
邇
興
而
」(

上
三
二)

生
ん
だ
子
は
水
蛭
子
で
あ
っ
た
。
速

須
佐
布
男
命
と
櫛
名
田
比
売
の
場
合
も
「
久
美
度
邇
起
而
」(

上
七
二)

だ
が
、
音
を
指

定
し
て
い
な
い
。
「
ミ
ト
」
も
「
ク
ミ
ド
」
も
「
ミ
」
を
含
ん
で
お
り
、
「
ミ
ト
」

は
陰
部
の
意
か
ら
「
ク
ミ
ド
」
と
同
じ
く
結
合
の
場
所
、
男
女
が
結
ば
れ
る
に
当
た

っ
て
肝
要
な
場
所
の
意
と
な
っ
た
よ
う
で
、
こ
う
し
た
神
聖
な
場
所
で
性
交
を
行
う

こ
と
が
聖
婚
を
意
味
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
八
上
比
売
が
「
美
刀
阿
多
波
志
都
」(

上

八
四)

と
、
大
国
主
命
に
「
ミ
ト
」
を
お
与
え
に
な
っ
た
、
つ
ま
り
寝
所
を
与
え
た
、

共
寝
を
許
し
た
と
表
現
し
て
い
る
の
は
、
女
性
が
主
格
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
三
語
の
他
は
歌
謡
に
認
め
ら
れ
、
具
体
的
な
行
為
を
表
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
須
勢
理
毘
売
は
大
国
主
神
が
沼
河
日
売
の
と
こ
ろ
に
出
か
け
よ
う
と
す
る
の
を

見
て
嫉
妬
し
、
夫
に
な
だ
め
ら
れ
て
、 

    

八
千
矛
の 

神
の
命
や 

我
が
大
国
主 

(

中
略) 

我
は
も
よ 
女
に
し
あ
れ

ば 

汝
を
除
き
て 

夫
は
無
し 

汝
を
除
て 

夫
は
無
し 

綾
垣
の 
ふ
は
や

が
下
に 

蚕
衾 

に
こ和

や
が
下
に 

栲
衾 

さ
や
ぐ
が
下
に 

沫
雪
の 

若
や

る
胸
を 

そ
叩
き 

叩
き

ま
な愛

が
り 

真
玉
手 

玉
手
差
し
枕
き(

多
麻
伝
佐
斯

麻
岐)

 

股
長
に

い寝
を
し

な寝
せ 

豊
御
酒 

奉
ら
せ         

(

上
九
一
・
歌
謡

五) 

と
応
え
て
和
解
す
る
の
だ
が
、
寝
床
の
状
態
、
動
作
の
数
々
と
、
ず
い
ぶ
ん
具
体
的

で
あ
る
。
な
か
で
「
玉
手
差
し
枕
き(

多
麻
伝
佐
斯
麻
岐)

」
の
「
マ
キ
」
は
枕
に
す

る
こ
と
で
、
「
玉
手
」
と
あ
る
か
ら
互
い
に
相
手
の
手
を
枕
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
行
為
を
表
す
「
マ
ク
」
は
八
例
認
め
ら
れ
、
す
べ
て
歌
謡
で
、
親
密
に
な

っ
た
男
女
の
就
寝
、
共
寝
の
あ
り
さ
ま
を
あ
り
あ
り
と
描
出
す
る
方
法
と
い
え
よ
う
。 

  

そ
の
意
味
で
は
「
寝
」
は
や
や
抽
象
に
傾
く
だ
ろ
う
。
「
寝
」
は
就
寝
を
表
す
場

合
も
多
く
て
見
極
め
が
困
難
だ
が
、
共
寝
を
表
す
場
合
は
「
沖
つ
鳥 

鴨
著
く
島
に 

我
が
率
寝
し(

偉
泥
斯) 

妹
は
忘
れ
じ 

世
の
こ
と
ご
と
に
」(

上
一
三
七
歌
謡
八)

「
率

寝
て
む(

偉
泥
弖
牟)

後
は
」(

下
三
二
一
歌
謡
七
九)

「
我
が
二
人
寝
し(

和
賀
布
多
理
泥

斯)

」(

上
一
六
〇
歌
謡
一
九)

「
争
は
ず
寝
し
く
を(

阿
良
蘇
波
受 

泥
斯
久
袁)

」(

上
二

六
五
歌
謡
四
六)

の
よ
う
に
「
率
寝
」
「
二
人
」
「
争
は
ず
」
な
ど
を
伴
う
か
ら
そ
れ

と
知
ら
れ
、
散
文
に
一
例
だ
け
認
め
ら
れ
る
「

ミ

ネ

御
宿
」
も
歌
謡
八
か
ら
共
寝
と
知
ら

れ
る
。
「
ヌ
」
は
「
マ
ク
」
と
と
も
に
男
女
が
一
緒
に
休
む
と
謡
う
必
要
が
あ
る
歌

謡
特
有
の
表
現
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。
睡
眠
を
い
う
散
文
の
「
寝
」
に
は

後
の
波
乱
を
語
る
も
の
が
目
に
つ
く
。 

 

Ⅲ
の
心
情
表
現
の
う
ち
、
「
恋
」
「
恋
慕
」
「
コ
ホ
シ
」
は
仁
徳
天
皇
が
八
田
若

郎
女
や
黒
比
売
を
、
軽
大
郎
女
が
流
さ
れ
た
軽
太
子
を
、
志
毘
が
去
っ
て
い
っ
た
大

魚
を
恋
し
が
る
と
い
う
よ
う
に
傍
ら
に
い
な
い
者
を
求
め
る
想
い
、
「
ウ
ル
ハ
シ
・

ア
ヒ
オ
モ
フ
・
マ
ナ
ガ
ル
」
は
相
手
を
愛
し
く
思
う
想
い
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
Ⅱ
や
Ⅲ
は
音
仮
名
が
多
い
が
、
Ⅰ
は
訓
字
表
記
が
多
い
。
い
ま
す

こ
し
Ⅰ
を
み
て
い
く
と
、
「
得
」
は
「
雖
欲
得
是
伊
豆
志
袁
登
売
」(

中
二
七
八)

「
此

嬢
子
乎
得
」(

中
二
七
八)

と
い
う
よ
う
に
、
男
性
主
体
の
表
現
で
あ
る
。 

 

出
会
い
を
い
う
の
は
「
遇
」
「
逢
」
で
、
「

あ

ま

つ

ひ

こ

た

か

ひ

こ

天
津
日
高
日
子

ほ

の

に

に

ぎ

の

番
能
邇
々
芸
能
命
、

笠
沙
御
前
に
し
て
、
麗
美
し
き
美
人
に
遇
ひ
き(

於
笠
沙
御
前
、
遇
麗
美
人)

」(

上
一

二
〇)

、
「
道
に
逢
ひ
き(

逢
道)

」(

上
一
二
〇)

、
歌
謡
に
も｢

遇
は
し
し
嬢
子(

阿
波
志

斯
袁
登
売)

」(

中
二
六
三
歌
謡
四
二)

な
ど
と
仮
名
書
き
四
例
も
認
め
ら
れ
る
が
、
す
べ

て
男
性
主
格
で
あ
る
。 

 

「
娶
」
は
古
事
記
に
一
二
〇
例
認
め
ら
れ
る
が
、 

 
 

此
の
天
皇
、
河
俣
毘
売
が
兄
、
県
主
波
延
が
女
、
阿
久
斗
比
売
を
娶
り
て
生
み

し
御
子
は(
娶
河
毘
売
之
兄
、
県
主
波
延
之
女
、
阿
久
斗
比
売
、
生
御
子)

、
常
根
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津
伊
呂
泥
命
。
次
に
、
大
倭
日
子
鉏
友
命
。
次
に
、
師
木
津
日
子
命
。
此
の
天

皇
の
御
子
等
、
併
せ
て
三
柱(

幷
三
柱)

の
中
に
、           

 
 
(

中
一
六
五) 

の
よ
う
に
、
天
皇
が
妻
と
し
た
比
売
の
名
と
生
ま
れ
た
子
を
「
娶
り
て
生
み
し
子
」

の
形
で
挙
げ
、
妻
ご
と
に
繰
り
返
し
て
、
最
後
に
何
人
の
子
が
あ
っ
た
の
か
を
、
「
併

せ
て
三
柱
」
と
語
る
表
現
が
定
型
と
な
っ
て
お
り
、
一
一
五
例
認
め
ら
れ
る
。 

 

そ
の
定
型
と
異
な
る
の
は
五
例
で
、
一
例
は
「
三
柱
の
女
王
を
娶
り
き
。
」(

応
神

二
五
七)

と
ま
ず
三
人
の
女
王
と
の
結
婚
を
い
い
、
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
名
と
そ
れ
ぞ
れ

が
生
ん
だ
子
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
二
例
は
、
「
娶
り
き
。(

無
子)

」(

雄
略
三
三
七)

「
娶
り
き
。
子
無
し(

無
子
也)

」(

顕
宗
三
六
三)

の
子
供
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
場
合
だ

が
、
系
譜
を
語
る
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
系
譜
で
な
い
場
合
に
は
二
例
認
め

ら
れ
る
。
知
ら
れ
る
よ
う
に
「
娶
」
は
男
性
主
格
で
あ
る
。 

  

こ
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
男
女
の
行
為
を
表
す
Ⅱ
の
性
愛
表
現
や
Ⅲ
の
心
情
表
現

の
語
彙
は
歌
謡
や
音
仮
名
で
割
注
を
付
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
に
比
し
て
、
Ⅰ
に
は

訓
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
訓
み
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
の

で
あ
る
。 

         

三 

「
婚
」
「
嫁
」
「
目
合
」
の
訓
み 

 

男
と
女
の
結
び
つ
き
を
表
す
「
合
」
「
婚
」
「
嫁
」
「
目
合
」
「
娶
」
「
得
」
の

う
ち
、
「
婚
」
「
嫁
」
「
目
合
」
は
訓
み
が
分
か
れ
て
い
る
。
本
居
宣
長
と
近
代
の

以
下
の
注
釈
書
と
『
新
編
全
集
』
で
み
て
み
よ
う
。 

 

本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』(

『
本
居
宣
長
全
集
９
～12

』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
七
月
～

七
四
年
三
四
月
。
以
降
『
古
事
記
伝
』
と
記
す) 

 

倉
野
憲
司
氏
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』(

岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
六
月
。
以
降
『
大
系
』

と
記
す) 

 

西
郷
信
綱
氏
『
古
事
記
注
釈
一
～
四
』(

平
凡
社
、
一
九
七
五
年
一
月
～
八
九
年
九
月
。

以
降
『
注
釈
』
と
記
す) 

 

西
宮
一
民
氏
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』(

新
潮
社
、
一
九
七
九
年
六
月
。
以
降
『
集
成
』

と
記
す) 

 

小
林
芳
規
氏
訓
読
・
訓
読
補
注
『
日
本
思
想
大
系
』(

岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
二
月

以
降
。
以
降
『
思
想
大
系
』
と
記
す) 

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
底
本
は
基
本
的
に
は
真
福
寺
本
で
、
中
巻
を
占
部
本
系
な
ど
で

校
訂
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
訓
読
は
異
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
「
婚
」
は
そ
れ

が
著
し
い
。 

 

①
其
の
八
十
神
、
各
稲
羽
の
八
上
比
売
に
婚
は
む
と

お
も欲

ふ
心
有
り
て(

各
有
欲
婚
稲

羽
之
八
上
比
売
之
心)

、
共
に
稲
羽
に
行
き
し
時
に
、      

 
 

（
上
・
七
五
） 

 
 

 

ヨ
バ
ハ
ム 

 
 

『
古
事
記
伝
』
『
大
系
』
『
注
釈
』
『
集
成
』 

    
 

マ
カ
ム    

 
 

『
思
想
大
系
』 

    
 

ア
ハ
ム      

 

『
新
編
全
集
』 

 

②
故
、
尾
張
国
に
到
り
て
、
尾
張
国
造
之
祖
、

み

や

ず

ひ

め

美
夜
受
比
売
之
家
に
入
り
坐
し
き
。

乃
ち
婚
は
む
と
思
へ
ど
も(

乃
雖
思
将
婚)

、
亦
、
還
り
上
ら
む
時
に
婚
は
む(

将

婚)

と
、
期
を
定
め
て
、                            

 
   

(

中
二
二
五) 

    
 

マ
グ
ハ
ヒ
セ
ム 

『
古
事
記
伝
』
『
大
系
』 

    
 

マ
カ
ム        

『
思
想
大
系
』 

    
 

ア
ハ
ム        

『
注
釈
』
『
集
成
』
『
新
編
全
集
』 

 

③
仍
ち
婚
て(

仍
婚)

、
嫡
妻
と
為
き
。                   

 
 
(

中
・
二
七
六) 

    
 

マ
グ
ハ
ヒ
シ
テ 

『
古
事
記
伝
』
『
大
系
』
『
注
釈
』
『
集
成
』 

    
 

マ
キ
テ      

 

『
思
想
大
系
』 

    
 

ア
ヒ
テ      

 

『
新
編
全
集
』 

①
は
大
国
主
神
の
大
勢
の
兄
弟
が
稲
羽
の
八
上
比
売
に
求
婚
し
よ
う
と
思
っ
て
一
緒

に
稲
羽
に
行
く
と
い
う
の
で
あ
り
、
②
は
倭
建
命
が
尾
張
に
到
着
し
て
国
造
を
祖
と

す
る
家
に
入
り
、
美
夜
受
比
売
と
関
係
を
結
ぼ
う
と
思
っ
た
と
い
う
の
だ
が
、
こ
れ

は
尾
張
の
氏
族
が
倭
建
命
に
服
属
し
た
と
い
う
印
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
命
は
帰
途
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を
約
し
て
さ
ら
に
東
征
に
赴
く
。
③
は
応
神
天
皇
の
頃
、
新
羅
の
国
王
の
子
の
天
之

日
矛
が
赤
き
玉
が
変
じ
た
美
麗
な
嬢
子
と
契
っ
て
、
正
妻
と
し
た
と
い
う
の
だ
が
、

こ
れ
ら
の
「
婚
」
は
さ
ま
ざ
ま
に
訓
ま
れ
て
い
る
。 

 

『
古
事
記
伝
』
『
大
系
』
『
注
釈
』
『
集
成
』
は
「
婚
」
を
「
ヨ
バ
フ
」
「
マ
グ

ハ
フ
」
と
訓
み
、
『
思
想
大
系
』
は
「
マ
ク
」
、
『
新
編
全
集
』
は
「
ア
フ
」
と
訓

ん
で
い
る
。
こ
れ
は
古
事
記
の
動
詞
「
婚
」
二
一
例
全
体
で
も
変
わ
ら
な
い
。
『
古

事
記
伝
』
『
大
系
』
『
注
釈
』
『
集
成
』
は
「
ヨ
バ
フ
」
「
マ
グ
ハ
フ
」
「
ア
フ
」

「
メ
ス
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
訓
み
、
『
思
想
大
系
』
は
す
べ
て
「
マ
ク
」
、
『
新

編
全
集
』
は
す
べ
て
「
ア
フ
」
と
訓
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
『
古
事
記
伝
』
『
大
系
』

『
注
釈
』
『
集
成
』
が
文
脈
に
よ
っ
て
訓
み
を
変
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
①
の
「
欲
婚
」
も
②
の
「
将
婚
」
も
同
じ
く
未
然
形
だ
が
、
①
を
「
ヨ
バ
ハ
ム
」

と
訓
む
の
は
八
十
神
が
求
婚
を
実
行
に
移
そ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
、
ま
だ
想
念
の

内
だ
が
、
②
を
「
マ
グ
ハ
ヒ
セ
ム
」
と
訓
む
の
は
倭
建
命
が
既
に
女
の
家
に
入
っ
て

お
り
、
征
服
者
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
と
解
し

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
文
字
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
文
脈
に
よ
っ
て
訓
み

を
変
え
た
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
が
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 

そ
れ
に
対
し
て
、
あ
る
文
字
を
一
つ
の
訓
み
に
固
定
す
る
の
は
『
思
想
大
系
』
の

小
林
芳
規
氏
か
ら
で
あ
る
。
古
事
記
の
用
字
を
精
査
し
た
小
林
氏
は
、
『
思
想
大
系
』

の
解
説
で
、 

『
古
事
記
』
の
用
字
法
に
は
等
質
性
が
存
し
、
表
意
漢
字
は
一
字
一
訓
ま
た

は
二
訓
を
原
則
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
漢
字
の
用
法
は
社
会
的
基
盤

を
も
ち
、
上
代
に
於
い
て
日
本
語
を
表
記
す
る
際
の
常
用
漢
字
と
で
も
い
う

べ
き
も
の
に
基
づ
く 

と
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
同
書
の
「
類
義
字
一
覧
・
同
訓
異
字
一
覧
」
に
詳

し
い
。
な
か
で
、
「
婚
」
に
つ
い
て
は
、 

「
婚
」
が
歌
謡
と
対
応
し
て
用
い
ら
れ
た
「
妻
ま
き
か
ね
て
」
か
ら
マ
ク
と
訓

め
そ
う
で
あ
る
。
マ
ク
は
妻
と
し
て
抱
く
と
い
う
具
体
行
為
で
あ
り
、
「
寝
」

に
通
ず
る
。(

中
略)

歌
謡
中
の
音
仮
名
マ
ク
と
意
味
・
用
法
が
通
ず
る
。 

と
、
歌
謡
か
ら
散
文
の
「
婚
」
の
訓
み
を
類
推
し
て
お
ら
れ
る
が
、
古
事
記
の
訓
読

研
究
で
は
直
前
の
歌
謡
と
連
動
し
て
訓
む
べ
き
語
も
そ
う
で
も
な
い
語
も
あ
る
よ
う

で
、
歌
こ
と
ば
が
醸
成
さ
れ
て
い
く
平
安
時
代
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
。 

 

『
新
編
全
集
』
の
訓
読
を
担
当
し
た
山
口
氏
も
、
同
一
の
文
字
に
は
同
一
の
訓
を

当
て
る
と
い
う
原
則
に
立
つ
と
い
う
点
は
同
じ
考
え
な
が
ら
、
「
ア
フ
」
と
訓
ん
で

お
ら
れ
る
。
山
口
氏
は
『
古
事
記
の
表
記
と
訓
読
』(

有
精
堂
一
九
九
五
年
九
月)

や
『
古

事
記
注
解
４
』(

笠
間
書
院
一
九
九
七
年
六
月)

で
、
「
ヨ
バ
フ
」
は
求
婚
行
動
を
表
す
語

で
、
男
女
の
結
合
そ
の
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
「
マ
グ
ハ
ヒ
」
は
訓
字
表
記

の
困
難
な
語
で
仮
名
表
記
す
べ
き
も
の
で
、
「
ヨ
バ
フ
」
も
「
マ
ク
」
も
男
性
を
主

格
と
す
る
動
詞
で
男
→
女
と
い
う
一
方
的
な
行
為
を
示
す
が
、
古
事
記
の
『
婚
』
に

は
共
同
行
為
的
な
例
や
、
女
性
を
主
格
と
す
る
例
が
あ
る
か
ら
、
や
は
り
「
ア
フ
」

が
ふ
さ
わ
し
い
と
説
い
て
お
ら
れ
る
。 

  

山
口
氏
の
説
は
ま
こ
と
に
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
「
マ
ク
」
は
男
性
の
一
方

的
な
行
為
で
は
な
く
、
歌
謡
三
や
五
で
「
真
玉
手 

玉
手
差
し
枕
き(

佐
斯
朝
岐)

」

と
謡
い
、
歌
謡
四
五
で
大
雀
命
が
古
波
陀
の
髪
長
比
売
を
賜
っ
た
喜
び
を
「
相
枕

ま枕
く

(

阿
比
麻
久
良
麻
久)

」
と
謡
っ
た
よ
う
に
、
半
数
近
い
三
例
が
男
女
双
方
を
主
体
と
す

る
行
為
で
あ
る
。 

  

④
是
に
八
上
比
売
、
八
十
神
に
答
へ
て
言
ひ
し
く
、
「
吾
は
、
汝
等
の
言
を
聞
か

じ
。
大
穴
牟
遅
神
に
嫁
は
む(

将
嫁)

大
穴
牟
遅
神
」
と
い
ひ
き
。 

 
 
(

上
七
九) 

    
 

ア
ハ
ム 

 
 

 

『
古
事
記
伝
』
『
大
系
』
『
注
釈
』
『
集
成
』
『
新
編
全

集
』 

    
 

ト
ツ
ガ
ム 

 
 

『
思
想
大
系
』 

こ
こ
で
は
「
嫁
」
が
「
ア
フ
」
と
「
ト
ツ
グ
」
に
分
か
れ
て
い
る
。
『
古
事
記
伝
』

は
「
ア
ハ
ナ
」
だ
が
「
ア
フ
」
に
含
め
た
。
山
口
氏
は
「
ト
ツ
グ
」
は
性
交
を
い
う

- 50 -

古事記の「婚」



の
で
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
説
い
て
い
る
。
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
「
嫁
」
が
女
性

を
主
格
と
す
る
の
で
「
娶
」
の
対
義
語
の
よ
う
に
思
わ
れ
か
ね
な
い
が
、
そ
う
で
は

な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
嫁
」
は
三
例
だ
け
で
、
他
は
雄
略
天
皇
が
赤
猪
子
に
「
夫
に

嫁
は
ず
あ
れ
」
と
命
ず
る
例
、
そ
し
て
系
譜
的
部
分
に
阿
耶
美
都
比
売
命
の
割
注
と

し
て
「
嫁
稲
瀬
毘
古
王
」
（
中
一
九
七
）
と
記
さ
れ
る
例
だ
が
、
系
譜
部
分
で
の
こ
う

し
た
形
の
言
及
自
体
が
珍
し
く
、
系
譜
と
は
別
の
女
性
主
格
の
表
現
と
考
え
た
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
。 

 

⑤
し
か爾

く
し
て
、
豊
玉
毘
売
命
、
奇
し
と
思
ひ
、
出
で
見
て
、
乃
ち
見

め感
で
て
、
目

合
し
て(

乃
見
感
、
目
合
而)

、
其
の
父
に
白
し
て
曰
ひ
し
く
、(

中
略)

即
ち
其
の

女
豊
玉
毘
売
に
婚
は
し
め
き(

即
令
婚
其
女
豊
玉
毘
売)

。 
 

  
 

 
(

上
一
二
九) 

      

マ
グ
ハ
ヒ
シ
テ  

『
古
事
記
伝
』
『
大
系
』
『
集
成
』
『
思
想
大
系
』 

      

メ
ク
ハ
セ
シ
テ  

『
新
編
全
集
』 

「
目
合
」
に
つ
い
て
、
『
古
事
記
伝
』
は
互
い
に
思
い
合
っ
て
目
を
見
合
わ
す
意
と

解
し
て
い
る
が
、
マ
グ
ハ
ヒ
は
性
的
な
結
合
を
表
す
の
で
訓
み
と
意
味
が
乖
離
し
て

い
る
。
し
か
も
マ
グ
ハ
ヒ
は
音
仮
名
で
、
こ
の
場
合
は
続
い
て
父
の
海
神
が
娘
を
火

遠
理
命
に
「
婚
は
せ
」
て
い
る
か
ら
該
当
し
な
い
。
山
口
氏
は
田
中
頼
庸
の
『
校
訂

古
事
記
』
の
訓
み
、
上
瞼
と
下
瞼
と
を
合
わ
せ
る
「
メ
ヲ
ク
ハ
ス
」
が
名
詞
化
し
た

「
メ
ク
ハ
セ
」
が
適
切
で
、
ま
ば
た
き
を
し
て
相
手
に
意
思
を
伝
え
る
動
作
と
説
い

て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
ウ
ィ
ン
ク
だ
が
、
最
近
の
遺
伝
子
解
析
で
縄
文
人
は
二
重
ま
ぶ

た
で
ウ
ィ
ン
ク
が
で
き
た
と
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
肯
ん
ぜ
ら
れ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
邇
々
芸
命
が
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
に
出
会
っ
た
時
の
「
目
合
」

の
訓
み
は
不
審
で
あ
る
。 

 

⑥
「
吾
、
汝
と
目
合
は
む
と
欲
ふ(

欲
目
合
汝)

。
奈
何
に
」   

 
  

（
上
一
二
一
） 

『
古
事
記
伝
』
『
大
系
』
『
注
釈
』
『
集
成
』
『
思
想
大
系
』
が
訓
む
「
マ
グ
ハ
ヒ

セ
ム
」
は
、
表
記
か
ら
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
『
新
編
全
集
』
で
「
相
合
」
の

省
文
か
誤
写
と
す
る
の
も
、
「
相
婚
」
な
ら
と
も
か
く
、
「
合
」
は
後
に
述
べ
る
理

由
か
ら
納
得
し
が
た
い
。
あ
る
い
は
豊
玉
比
売
と
須
勢
理
毘
売
の
場
合
は
女
性
主
格

だ
が
、
⑥
は
男
性
主
格
な
の
で
「
欲
」
と
言
っ
て
、
「
汝
に
め
く
は
せ
せ
む
と
欲
ふ
」

と
想
い
を
伝
え
た
と
訓
む
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。 

  

以
上
の
よ
う
に
、
「
婚
」
は
、
「
マ
グ
ハ
フ
」
は
散
文
部
分
に
音
仮
名
で
記
さ
れ

て
い
る
の
で
訓
め
な
い
し
、
「
ヨ
バ
フ
」
「
マ
ク
」
は
歌
謡
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い

か
ら
、
散
文
に
用
い
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
も
し
も
訓
字
表
記
す
る

の
な
ら
、
「
呼
」
「
枕
」
の
方
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
以
上
に
、
「
ヨ

バ
フ
」
「
マ
ク
」
は
「
ト
ツ
グ
」
「
マ
グ
ハ
フ
」
と
同
じ
く
、
具
体
的
な
行
為
を
表

す
語
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
婚
」
は
事
柄
を
表
す
、
抽
象
性
の
高
い
語
と
思
わ

れ
る
か
ら
、
「
ア
フ
」
が
適
切
で
あ
ろ
う
。 

 

で
は
、
同
じ
く
男
女
が
結
ば
れ
る
際
の
表
記
に
「
婚
」
と
と
も
に
「
合
」
が
認
め

ら
れ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。 

         

四 

古
事
記
の
「
ア
フ
」 

 

そ
の
前
に
「
ア
フ
」
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
古
事
記
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
ア

フ
」
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

①
「
成
り
成
り
て
成
り
合
は
ぬ(

成
々
不
成
合)

処
一
処
在
り
」
…
「
汝
が
身
の
成

り
合
は
ぬ
処(

不
成
合)

を
刺
し
塞
ぎ
て
…
」                

 
 

（
上
三
三
） 

  

②
即
ち
、
其
の
山
に
入
れ
ば
、
亦
、
尾
生
ひ
た
る
人
に
遇
ひ
き(

遇
生
尾
人)

。 

                                                 
 

   

（
中
一
四
九
） 

  

③
初
め
天
皇
の

わ
ざ
わ
ひ

難

に
逢
ひ
て(

逢
難)

逃
げ
し
時
に
、
其
の

み
か
り
て

御
粮
を
奪
ひ
し

ゐ

か

ひ

猪
甘

の
お

き

な

老
人
を
求
め
き
。                                

 
 

（
下
三
六
五
） 

  

④
媛
女
に 

直
に
あ
は
む
と(

多
陀
爾
阿
波
牟
登) 

我
が
裂
け
る
利
目 

                                                   
 

 

（
中
一
五
九
） 

 

⑤
故
、
八
十
神
、
是
の

い

づ

し

を

と

め

伊
豆
志
袁
登
売
を
得
む
と
欲
へ
ど
も
、
皆
婚
ふ
こ
と
得
ず(

不

得
婚)

。                                         
 

（
中
二
七
九
） 
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⑥
し
か
く
し
て
、
曙
立
王
、
卜
に
食
ひ
き(

食
卜)

。        
 

    
(

中
二
〇
七) 

 

「
ア
フ
」
は
甲
と
乙
、
二
つ
の
物
や
人
が
互
い
に
関
係
を
持
つ
程
度
に
接
近
す
る
こ

と
で
、
反
発
す
る
場
合
と
融
合
す
る
場
合
と
が
あ
る
が
、
古
事
記
に
は
反
発
す
る
例

は
認
め
ら
れ
な
い
。
①
は
伊
耶
那
岐
命
が
伊
耶
那
美
命
に
交
わ
っ
て
国
を
生
も
う
と

誘
う
と
こ
ろ
で
、
甲
と
乙
が
ぴ
っ
た
り
一
致
し
て
一
つ
に
な
る
意
の
「
合
」
を
用
い

て
い
る
。
こ
う
し
た
男
女
の
結
合
に
関
わ
ら
な
い
の
は
三
例
で
、
表
記
は
す
べ
て
「
合
」

で
あ
る
。
②
は
神
武
東
征
で
、
土
地
神
に
出
会
っ
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と
服
属
さ
せ
る
次
第

を
語
っ
て
い
く
が
、
こ
の
吉
野
地
方
の
山
中
で
は
尾
の
生
え
た
人
に
出
会
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
よ
き
出
会
い
に
対
し
て
、
③
は
顕
宗
天
皇
が
子
ど
も
の
時
に
父
を
暗
殺
さ

れ
、
兄
と
共
に
逃
亡
し
た
こ
と
を
「
難
に
あ
ふ
」
と
表
現
し
て
い
る
か
ら
良
く
な
い

こ
と
に
出
く
わ
す
場
合
で
、
「
遭
」
が
妥
当
だ
が
、
表
記
は
「
逢
」
で
あ
る
。
出
会

い
と
し
て
一
括
り
に
し
た
か
。
こ
う
し
た
偶
然
の
出
会
い
は
二
一
例
で
、
「
遇
」
が

一
一
例
、
「
逢
」
が
五
例
、
仮
名
書
き
が
四
例
歌
謡
に
認
め
ら
れ
る
。 

 

④
は
神
武
天
皇
が
皇
后
を
求
め
て
高
佐
士
野
に
赴
い
た
と
き
、
野
遊
び
を
す
る
七

人
の

を

と

め

媛
女
の
う
ち
先
頭
を
行
く
娘
を
伊
須
気
余
理
比
売
と
看
破
し
、
同
行
し
た
大
久

米
命
が
天
皇
の
仰
せ
を
伝
え
る
と
、
比
売
か
ら
「
な
ど

さ黥
け
る
利
目
」
と
謡
い
か
け

ら
れ
た
時
に
応
え
た
謡
で
あ
る
。
「
直
に
あ
ふ
」
は
、
『
古
事
記
伝
』
で
「
万
葉
な

ど
の
歌
に
も
、
ま
の
あ
た
り
逢
ヒ
見
る
こ
と
を
直
に
逢
フ
と
多
く
い
へ
り
」
と
説
い

て
い
る
よ
う
に
、
面
と
向
か
う
、
対
す
る
意
の
「
ア
フ
」
で
、
古
事
記
で
は
音
仮
名

で
一
例
だ
け
認
め
ら
れ
る
。 

  

⑤
は
八
十
神
が

い

づ

し

を

と

め

伊
豆
志
袁
登
売
を
妻
に
得
よ
う
と
し
て
も
皆
「
婚
ふ
こ
と
得
ず
」

と
、
男
女
が
結
ば
れ
る
意
で
「
あ
ふ
」
は
二
六
例
、
表
記
は
「
婚
」
二
一
例
、
女
性

が
主
格
の
「
嫁
」
三
例
、
「
合
」
一
例
で
、
「
あ
は
す
」
は
「
婚
」
二
例
、
「
合
」

一
例
、
名
詞
は
「
婚
」
二
例
、
「
合
」
四
例
が
認
め
ら
れ
る
。 

  

⑥
は
祟
り
を
な
し
た
出
雲
大
神
の
参
拝
に
誰
が
赴
く
か
を
占
う
と
、
曙
立
王
が
当

た
っ
た
と
い
う
、
「
適
」
の
意
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
古
事
記
の
ア
フ
の
う
ち
、
「
婚
」
は
男
女
の
結
合
だ
け
に
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
「
遇
・
逢
」
「
合
」
は
男
女
間
以
外
の
人
物
間
や
事
物
に
も
用
い
ら
れ
て

い
る
。 

         

五 

「
婚
」
と
「
合
」 

  

で
は
、
同
じ
く
婚
姻
を
表
す
の
に
「
婚
」
だ
け
で
は
な
く
、
な
ぜ
「
合
」
が
用
い

ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
偶
然
の
出
会
い
に
は
「
遇
」
二
〇
例
と
「
逢
」
七
例
が

認
め
ら
れ
る
が
、
小
林
氏
は
「
訓
読
補
注
」
で
、
「
逢
」
は
予
め
出
会
う
こ
と
が
、

約
束
や
予
期
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
場
合
に
用
い
、
「
遇
」
は
思
い
が
け
ず
ふ
と
出
会

う
意
で
、
た
ま
た
ま
あ
っ
た
意
で
用
い
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
で
は
、
「
婚
」
と
「
合
」

は
ど
う
か
。
小
林
氏
は
「
婚
」
を
マ
ク
と
訓
ん
で
い
る
た
め
、
言
及
し
て
お
ら
れ
な

い
。 

  

さ
て
、
古
事
記
で
は
「
合
」
は
一
四
例
認
め
ら
れ
る
が
、
三
で
み
た
身
体
の
生
育

の
「
成
り
、
合
ふ
」
二
例
に
貝
が
口
を
閉
じ
る
「
咋
ひ
、
合
ふ
」(

上
一
一
九)

、
倭
建

命
が
出
雲
建
を
「
い
ざ
、
刀
を
合
は
せ
む(

伊
奢
合
刀)

」(

中
二
二
二)

と
誘
う
例
で
、

こ
れ
が
「
闘
刀
」
な
ら
反
発
の
意
だ
が
、
「
合
刀
」
な
の
で
刀
と
刀
を
合
わ
せ
る
、

技
競
べ
の
提
案
と
解
せ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
四
例
を
除
く
一
〇
例
が
男
女
の
結

び
つ
き
に
直
接
関
わ
る
の
だ
が
、
で
は
、
そ
の
「
合
」
は
「
婚
」
と
異
な
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
「
婚
」
と
置
き
換
え
得
る
語
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

「
合
」
の
用
法
か
ら
は
、
男
女
が
結
び
つ
く
、
語
り
の
型
か
ら
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
く
る
。
「
合
」
の
特
徴
は
、
男
女
の
関
係
の
成
立
、
そ
の
物
語
を
紡
い
で
い
く
最

後
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
よ
く
わ
か
る
の
は
「
御
合
」
で
あ
る
。 

 

古
事
記
で
男
女
の
結
合
が
語
ら
れ
る
場
合
を
「
婚
」
を
中
心
に
分
類
す
る
と
つ
ぎ

の
Ａ
～
Ｃ
に
な
る
。 

 
 

Ａ
最
初
か
ら
相
手
を
特
定
し
て
「
欲
婚
」
「
将
婚
」
と
期
し
て
結
婚
に
至
る
型 

 
 

Ｂ
出
会
い
か
ら
語
ら
れ
、
求
婚
し
、
結
婚
す
る
過
程
が
語
ら
れ
る
型
。 
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Ｃ
経
緯
は
語
ら
な
い
で
、
「
婚
」
を
用
い
て
関
係
の
成
立
だ
け
を
述
べ
る
型
。 

大
国
主
神(

八
千
矛
神)

と
沼
河
比
売
の
場
合
は
Ａ
型
で
、 

 
 

此
の
八
千
矛
神
、
高
志
の
沼
河
比
売
に
婚
は
む(

将
婚
高
志
之
沼
河
比
売)

と
し

て
幸
行
し
し
時
に
、                                

 
    

(

上
八
五) 

と
、
大
国
主
神
が
沼
河
比
売
と
「
婚
」
お
う
と
し
て
越
の
国
ま
で
出
向
い
て
い
き
、

比
売
の
家
に
着
い
て
、
求
婚
の
歌
を
詠
み
か
け
る
が
、
比
売
は
戸
を
開
か
ず
、
後
に

は
あ
な
た
の
も
の
に
な
り
ま
し
ょ
う
と
応
え
る
だ
け
で
あ
っ
た
。 

故
、
其
の
夜
は
合
は
ず
し
て(
不
合
而)

、
明
く
る
日
の
夜
に
御
合
為
き(

為
御
合

也)

。                                          
 

 
 

  
(

上
八
九) 

そ
れ
で
、
そ
の
夜
は
「
不
合
」
と
共
寝
は
実
現
せ
ず
、
翌
日
の
夜
に
「
御
合
」
し
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
婚
」
→
「
不
合
」
→
「
御
合
」
と
い
う
進
行
と
な

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
の
「
合
」
は
男
女
の
融
合
で
、
性
交
を
表
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 

応
神
天
皇
と
矢
河
枝
比
売
の
場
合
は
Ｂ
型
で
、 

  
 

故
、
木
幡
村
に
到
り
坐
し
し
時
に
、
麗
美
し
き
嬢
子
、
其
の

ち

ま

た

道
衢
に
遇
ひ
き(

遇

其
道
衢)

。                                    
 

     
(

中
二
六
一) 

天
皇
が
近
江
国
に
行
幸
し
、
木
幡
村
に
到
着
し
た
時
に
、
う
る
わ
し
い
娘
に
出
会
っ

て
、
父
の
名
を
尋
ね
、
明
日
の
帰
り
に
家
を
訪
ね
る
と
言
い
置
き
、
翌
日
父
の

ひ比
ふ布
れ礼

の能
お富
み美

の
饗
応
を
受
け
、
比
売
を
た
た
え
る
歌
を
謡
っ
て
、 

    

如
此
御
合
し
て(

御
合)

、
生
み
し
御
子
は
、

う

ぢ

の

わ

き

宇
遅
能
和
紀

い
ら
つ
こ

郎
子
ぞ
。(

中
二
六
二) 

と
関
係
を
結
び
、
生
ま
れ
た
子
が
宇
遅
能
和
紀
郎
子
だ
と
語
っ
て
終
わ
る
。
二
で
取

り
上
げ
た
美
夜
受
比
売
の
場
合
も
Ｂ
型
で
、
尾
張
国
に
着
い
た
倭
建
命
は
服
属
し
た

氏
族
の
比
売
と
「
将
婚
」
と
し
た
が
、
帰
国
の
際
に
「
将
婚
」
と
「
期
定
而
」
東
国

征
討
に
旅
立
ち
、
平
定
を
果
た
し
た
後
、
信
濃
国
か
ら
尾
張
に
入
っ
て
饗
応
を
受
け
、

比
売
を
求
め
る
歌
を
詠
み
か
け
、 

 
 

故
し
か爾

く
し
て
御
合
し
て(

御
合
而)

、
其
の
御
刀
の
草
那
芸
の
剣
を
以
て
、
其
の

美
夜
受
比
売
之
許
に
置
き
て
、

い伊
ぶ服
き岐

の
山
の
神
を
取
り
に

い

で

ま

幸
行
し
き
。 

                                                      
(

中
二
三
〇) 

「
御
合
」
し
て
、
草
薙
の
剣
を
ヒ
メ
の
許
に
置
い
て
、
伊
吹
山
の
神
を
討
ち
取
り
に

出
向
い
た
。
こ
の
場
合
も
「
婚
」
→
「
婚
」
→
「
御
合
」
と
、
「
合
」
は
結
果
と
し

て
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
は
征
服
者
支
配
者
と
土
地
の
女
と
の
結
婚
で
、
「
遇
」
な
ど
で
出
会
い
を

語
っ
て
、
「
御
合
」
と
結
ば
れ
て
終
わ
る
。
い
わ
ば
土
地
の
巫
女
と
の
聖
婚
で
、
矢

河
枝
比
売
の
場
合
は
末
子
の
宇
遅
能
和
紀
郎
子
が
皇
位
に
ふ
さ
わ
し
い
と
示
す
布
石

と
思
わ
れ
る
。
伊
耶
那
岐
と
伊
耶
那
美
の
場
合
も
「
御
合
」
が
国
生
み
に
至
る
経
緯

の
最
後
に
置
か
れ
て
い
る
。
伊
耶
那
岐
が
「
天
御
柱
」
を
「
行
廻
逢
」
っ
て
「
ミ
ト

ノ
マ
グ
ハ
ヒ
」
を
し
よ
う
と
提
案
し
、
「
廻
逢
」
の
語
を
繰
り
返
し
て
「
ア
ナ
ニ
ヤ

シ
、
エ
ヲ
ト
コ
ヲ
」
「
ア
ナ
ニ
ヤ
シ
、
エ
ヲ
ト
メ
ヲ
」
と
呼
び
か
け
合
っ
て
「
ク
ミ

ド
ニ
オ
コ
シ
テ
」
水
蛭
子
を
生
み
、
よ
い
子
を
生
む
た
め
に
再
度
「
往
廻
」
っ
て
、

順
序
を
変
え
て
呼
び
か
け
合
い
、
「
如
此
言
ひ
竟
り
て
御
合
し
て(

御
合)

」
、
淡
路

島
を
生
ん
で
い
る
。
二
人
は
男
女
と
し
て
交
わ
っ
て
国
と
神
を
生
む
こ
と
を
期
待
さ

れ
て
い
る
の
だ
が
、
わ
ざ
わ
ざ
廻
り
逢
っ
た
う
え
で
呼
び
か
け
あ
っ
て
い
る
の
は
、

形
式
と
し
て
出
会
い
を
語
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。 

 

忍
穂
耳
命
と
万
幡
豊
秋
津
師
比
売
命
の
場
合
は
Ｃ
型
で
、 

 
 

此
の
御
子
は
、
高
木
神
の
女
、

よ
ろ
づ
は
た

万

幡
豊
秋
津
師
比
売
命
に
御
合
し
て(

御
合
高

木
神
之
女
、
万
幡
豊
秋
津
師
比
売
命)

、
生
み
し
子
、
天

ほ
あ
か
り

火
明
命
、
次
に
、

ひ日
こ子
ほ番

の能
邇
々
芸
命
、
二
柱
ぞ
。                             

 
  

(

上
一
一
四) 

と
「
御
合
」
が
語
ら
れ
る
が
、
そ
の
経
緯
は
語
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
結
果
、

生
ま
れ
た
二
番
目
の
邇
々
芸
命
が
父
に
代
わ
っ
て
降
臨
す
る
こ
と
を
語
る
の
が
目
的

で
、
男
女
の
物
語
を
語
る
こ
と
で
は
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
合
」
は
結
果

と
し
て
の
男
女
の
合
一
、
性
交
を
語
る
こ
と
に
主
点
が
あ
る
用
字
で
、
婚
姻
を
語
る

こ
と
に
主
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
と
知
ら
れ
る
。 
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そ
う
考
え
る
と
「
合
」
の
残
る
一
例
、

お袁
ほ本
ど柕

命
と

た

し

ら

か

手
白
髪
命
と
の
場
合
も
肯
ん

ぜ
ら
れ
る
。 

故
、

ほ

む

だ

品
太
天
皇
の
五
世
の
孫
、
袁
本
柕
命
を
、
近
淡
海
国
よ
り
上
り
坐
さ
し
め

て
、
手
白
髪
命
に
合
せ
て(

合
於
手
白
髪
命)

、
天
の
下
を
授
け
奉
り
き
。 

(

下
三
七
一) 

武
烈
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
が
後
継
の
皇
子
が
お
ら
れ
ず
、
臣
下
が
応
神
天
皇
の
五
世

孫
、
袁
本
柕
命
を
近
江
か
ら
上
京
さ
せ
て
仁
賢
天
皇
の
皇
女
で
武
烈
天
皇
の
妹
の
手

白
髪
命
と
結
婚
さ
せ
て
天
下
を
授
け
、
継
体
天
皇
と
し
た
と
い
う
。
「
あ
は
す
」
と

訓
む
「
令
婚
」
「
欲
婚
」
は
海
神
が
娘
豊
玉
毘
売
を
火
遠
理
命
と
、
安
康
帝
が
建
内

宿
禰
の
後
裔
の
若
日
下
王
を
同
母
弟
大
長
谷
王
子
と
結
婚
さ
せ
る
、
と
い
う
親
権
者

が
結
婚
さ
せ
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
臣
下
の
裁
量
だ
か
ら

「
合
」
で
、
断
絶
し
た
皇
統
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
合
一
さ
せ
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
。 

    

爾
く
し
て
、
其
の
御
子
、
一
宿
、
肥
長
比
売
に
婚
ひ
き(

婚
肥
長
比
売)

。 

                                                      
(

中
二
〇
九) 

「
婚
」
で
終
わ
る
Ｃ
型
も
あ
る
。
こ
れ
は

ほ本
む牟
ち智
わ和
け気

御
子
が
出
雲
大
神
に
参
拝
し

て
癒
さ
れ
た
後
、
肥
河
の
肥
長
比
売
と
「
婚
」
っ
た
と
い
う
の
だ
が
、
「
一
宿
」
と

い
う
の
だ
か
ら
一
夜
妻
で
あ
る
。
Ｂ
型
の
邇
々
芸
命
と
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
の
場
合

も
、
「
一
宿
、
婚
を
為
き(

為
婚)

」(

上
一
二
〇)

と
い
い
、
伊
須
気
余
理
比
売
の
場
合

は
「
一
宿
御
寝
し
坐
し
き(

御
寝
坐
也)

」(

中
一
五
九)

と
「
寝
」
だ
が
、
「
一
宿
」
と

い
う
場
合
は
後
日
談
が
語
ら
れ
て
い
る
。
「
婚
」
の
場
合
は
、
懐
胎
を
疑
わ
れ
て
炎

の
な
か
で
出
産
し
正
体
を
見
ら
れ
て
海
に
帰
っ
た
り
、
蛇
体
を
見
て
し
ま
っ
て
逃
げ

る
の
を
追
い
か
け
ら
れ
た
り
、
と
波
乱
が
語
ら
れ
る
よ
う
だ
。 

  

こ
の
よ
う
に
男
女
が
結
ば
れ
る
物
語
と
し
て
み
る
と
、
「
合
」
は
「
婚
」
よ
り
前

の
段
階
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
「
合
」
は
、
相
手
を
求
め
た
り
、
相
手
と
出
会
っ
た

り
す
る
、
一
連
の
進
展
の
結
果
と
し
て
交
接
が
行
わ
れ
る
、
い
わ
ば
、
結
果
と
し
て

の
、
行
為
に
重
点
が
か
か
っ
た
男
女
の
合
一
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

  

一
方
、
「
婚
」
は
抽
象
的
で
、
男
と
女
の
社
会
的
な
結
合
、
婚
姻
を
表
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
伊
耶
那
岐
と
伊
耶
那
美
、
忍
穂
耳
命
と
万
幡
豊
秋
津
師
比
売
命
の
天

上
の
神
、
そ
し
て
速
須
佐
之
男
命
と
櫛
名
田
比
売
に
は
「
婚
」
が
認
め
ら
れ
ず
、
性

的
合
一
だ
け
が
語
ら
れ
る
。
「
婚
は
す
」
の
が
親
権
者
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
「
婚
」

は
男
と
女
の
社
会
的
な
結
合
、
婚
姻
を
表
し
て
い
る
の
だ
が
、
天
上
の
神
に
は
社
会

的
な
関
係
の
承
認
は
必
要
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 

        
 

六 

「
婚
」
の
語
義
用
法 

  

高
天
原
の
神
々
に
は
「
婚
」
が
認
め
ら
れ
な
い
と
述
べ
た
が
、
「
婚
」
が
認
め
ら

れ
る
の
は
地
上
の
大
国
主
神
か
ら
で
あ
る
。
大
国
主
神
が
「
婚
」
し
た
う
ち
、
須
勢

理
毘
売
は
地
下
を
統
べ
る
根
堅
州
国
の
速
須
佐
之
男
命
の
娘
、
沼
河
比
売
は
越
の
国

で
、
邇
々
芸
命
は
山
を
統
べ
る
大
山
津
見
神
の
娘
の
木
花
佐
久
夜
毘
売
と
の
こ
と
が

語
ら
れ
、
火
遠
理
命
は
海
を
統
べ
る
神
の
娘
の
豊
玉
毘
売
と
、
本
牟
智
和
気
は
出
雲

の
肥
長
比
売
、
大
碓
命
は
美
濃
の
兄
比
売
弟
比
売
、
倭
建
命
は
尾
張
の
美
夜
受
比
売
、

天
日
矛
は
赤
玉
の
精
、
秋
山
下
壮
夫
・
春
山
霞
壮
夫
は
伊
豆
志
大
神
の
娘
伊
豆
志
袁

登
売
、
雄
略
天
皇
は
三
輪
山
あ
た
り
の
赤
猪
子
・
吉
野
天
女
・
春
日
の
和
邇
氏
の
袁

杼
比
売
、
袁
祁
命
は
宇
陀
の
太
魚
、
と
い
っ
た
ふ
う
に
、
異
郷
の
女
、
他
氏
族
の
女

と
の
結
び
つ
き
に
「
婚
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
仁
徳
天
皇
と
八
田
若
郎
女
、
速
総

別
王
と
女
鳥
王
は
異
母
弟
の
娘
だ
が
、
天
皇
は
同
族
の
女
と
他
氏
族
の
女
を
妻
と
す

る
習
い
が
あ
っ
た
か
ら
か
。
あ
る
い
は
母
を
異
に
す
る
と
系
統
は
異
な
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
婚
」
は
支
配
者
と
他
氏
族
の
女
と
の
い
わ
ば

社
会
的
な
婚
姻
を
表
す
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。 

  

と
こ
ろ
で
、
古
事
記
の
「
婚
」
に
は
「
相
婚
」
二
例
「
共
婚
」
一
例
が
認
め
ら
れ

る
。
他
の
注
釈
が
二
語
を
一
語
と
し
て
訓
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、
『
新
編
全
集
』

は
一
字
ず
つ
二
語
と
し
て
訓
ん
で
い
る
。 

①
其
の

む
す
め

女
す

せ

り

び

め

須
勢
理
毘
売
出
で
見
て
、
目
合
し
て
、
相
婚
ひ
き(

相
婚)

。
（
上
八
一
） 
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ミ
ア
ヒ
『
古
事
記
伝
』
ア
ヒ
『
大
系
』
『
注
釈
』  

ア
ハ
シ
『
集
成
』 

マ
キ 

『
思
想
大
系
』 

    
 

ア
ヒ
ア
ヒ
キ
『
新
編
全
集
』 

  

②
「
大
后
の
強
き
に
因
り
て
、
八
田
若
郎
女
を
治
め
賜
は
ず
。
故
、
仕
へ
奉
ら
じ

と
思
ふ
。
吾
は
、
汝
命
の
妻
と
為
ら
む
」
と
い
ひ
て
、
即
ち
相
婚
ひ
き(

即
相
婚)

。 

                  
(

下
二
九
九) 

      

ア
ヒ
キ
『
古
事
記
伝
』
『
大
系
』
『
注
釈
』
『
集
成
』 

 

マ
キ
ヌ
『
思
想
大
系
』 

      

ア
ヒ
ア
ヒ
キ
『
新
編
全
集
』 

 

③
相
感
で
て
、
共
に
婚
ひ
共
に
住
む(
共
婚
供
住
之)

間
に      

 
 

（
中
一
八
五
） 

  
 

 

マ
グ
ハ
ヒ
シ
テ  

『
古
事
記
伝
』
『
大
系
』
『
注
釈
』
『
集
成
』
マ
キ
テ
『
思

想
大
系
』 

    
 

ト
モ
ニ
ア
ヒ  

『
新
編
全
集
』 

こ
の
三
例
は
女
性
を
主
体
と
し
て
い
る
。
①
は
須
勢
理
毘
売
が
大
国
主
神
を
す
ば
ら

し
い
と
見
て
ウ
イ
ン
ク
し
、
互
い
に
婚
っ
た
と
記
し
、
②
で
は
女
鳥
王
が
仁
徳
帝
の

弟
速
総
別
王
に
、
天
皇
よ
り
も
あ
な
た
の
妻
と
な
り
た
い
と
い
っ
て
互
い
に
「
婚
」

っ
た
と
記
し
、
③
で
は
生
玉
依
毘
売
が
大
物
主
神
を
互
い
に
す
ば
ら
し
い
と
愛
で
て

「
共
に
婚
ひ
」
「
供
に
住
ん
」
だ
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
女
性
側
の
積
極
的
な

意
図
が
あ
っ
て
の
婚
姻
だ
と
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
八
上
比
売
が
「
ミ

ト
ア
タ
ハ
シ
ツ
」
と
記
し
た
の
も
「
嫁
」
を
使
っ
て
そ
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
と
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
社
会
的
な
婚
姻
と
い
う
以
上
に
、
女
性
側
の
意
を
重
視

し
た
物
語
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
「
婚
」
は
単
に
社
会
性
を
持
っ
た
婚
姻
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
、
社
会
性
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
、
女
性
の
同
意
を
得
て
の
婚
姻
を
表

し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
万
葉
集
や
平
安
時
代
の
「
あ
ふ
」
へ

の
語
史
が
拓
け
る
か
も
知
れ
な
い
。 

 

最
後
に
他
で
は
ど
う
か
を
み
て
お
く
と
、
「
婚
」
は
日
本
書
紀
に
二
例
、
万
葉
集

の
題
詞
に
一
例
と
「
婚
礼
」
一
例
の
ご
く
ご
く
わ
ず
か
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。 

 

④
こ
こ爰

に
天
皇
、
隼
別
皇
子
の
密
に

た
は
け

婚

け
た
る
こ
と
を
知
り
て
恨
み
た
ま
ふ
。 

                                        
 

 
(

日
本
書
紀
・
一
一
・
五
五) 

 

⑤
「

さ
き前

に
い
ま
し

汝

の
よ
ば聘

ひ
し
こ
と
を
承
け
て
、
吾

す
な
は

便

ち
許
し

あ
は婚

せ
て
き
。
」 

                                         
(

日
本
書
紀
・
一
六
・
三
一
五) 

  

⑥
大
津
皇
子
、
竊
か
に
石
川
女
郎
に

あ婚
ふ(

竊
婚
石
川
郎
女)

時
に
、
津
守
連
通
が

そ
の
事
を
占
へ
露
は
す
に
、                

 
  

(

万
葉
集
・
二
・
一
〇
九) 

 

④
は
女
鳥
王
と
速
総
別
王
の
関
係
を
「
密
婚
」
と
し
て
い
る
。
「
婚
」
は
同
じ
だ
が

「
密
」
を
冠
し
て
い
る
。
⑤
は
新
羅
王
が
加
羅
王
の
求
婚
を
受
け
て
、
承
諾
し
て
娘

を
結
婚
さ
せ
た
と
い
い
、
⑥
は
大
津
皇
子
が
ひ
そ
か
に
石
川
郎
女
と
関
係
を
結
ん
だ

と
い
う
時
に
「
婚
」
を
用
い
て
い
る
。
同
じ
く
但
馬
皇
女
と
穂
積
皇
子
の
密
通
に
は

「
竊
接
」(

二
・
一
一
六)

と
「
接
」
を
用
い
て
い
る
。
「
接
」
を
含
め
る
と
三
例
が
密

通
の
露
見
時
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
⑤
の
例
も
あ
っ
て
、
古
事
記
の
よ
う
に
は
「
婚
」

を
用
い
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

  

＊
各
作
品
と
も
『
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
を
用
い
た
。
古
事
記
と
日

本
書
紀
の
引
用
は
訓
読
を
用
い
、
必
要
の
あ
る
箇
所
に
は
本
文
を
示
し
、
括
弧

内
に
巻
頁
数
を
記
し
た
。
『
新
編
全
集
』
で
は
訓
読
部
分
は
本
文
の
漢
字
を
そ

の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
が
、
韻
文
は
そ
の
か
ぎ
り
で
は
な
い
の
で
、
わ
た
く
し

に
漢
字
を
当
て
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。 
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